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協定が発展して全学協定となるボトムアップ型の 2 種類あるため、計 3 種類となる。 
本稿は、(1) 新規協定の締結、(2) 既存協定の評価の 2 つの視点で検討するが、その対象










業であり、2014 年度に 2 タイプ合計で本学を含む 37 校が採択された。 
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表 1  国際交流協定の種類と本稿の対象範囲 
国際交流協定の種類 新規 既存 
大学間交流協定 
トップダウン型 ○ ○ 
ボトムアップ型  ○ 
























際の優先順位づけの参考とするために、トルコの大学評価を表 2 の項目と配点で行った。 








本学は、2015 年 4 月 1 日現在で 60 の国・地域の大学・研究機関と合計 298 協定
を締結しており、うち、「大学間交流協定（全学協定）」は 117 協定（39％）、「部局間
交流協定」は 181 協定（61％）である。「大学間交流協定」の 117 協定のうち、「トッ



















評価は 80 点を満点として、それぞれ、50 点、25 点、5 点の配点とした。 
 
表 2 新規トップダウン型全学協定を検討する際の項目と配点 
























アジアランキング  16 点（30 位以内）、14 点（31-60 位）、12 点（61-100 位） 
Engineering and Technology（工学）4 点  
*対象大学ではこの分野以外ではランキングに入った大学はなかった。 
QS： 
Arts and Humanities（人文） 4 点 
Engineering and Technology（工学）4 点 
Life Sciences and Medicine（医学） 4 点 
Natural Science（自然）  4 点 
Social Sciences and Management（社会）4 点 
上海交通： 
グローバル 10 点（100 位以内）、9 点（101-150 位）、8 点（151-200 位）、7 点（201-250 位）、 
6 点（251-400 位）、5 点（401-600 位） 
注 2：「国際連携マップ」より、共同研究を行っている大学に 5 点を配点した。なお、「国際連携マップ」は 





2013 年度版が存在しないため、2012 年度版を参照した。 
注 3：「SciVal」より、本学と共著論文がある大学にその本数に応じて次のように配点した。なお、「SciVal」 
は 2011 年以降現在までのデータを採用した。 
200 本以上 10 点 
151-200 本 18 点 
101-150 本 16 点 
51-100 本  14 点 
1-50 本  12 点 
注 4：実際に交流する際に、交通の便が重要になることから、大学所在地の都市に成田・羽田からの直行便 

















に示す 2 つの指標を加えることで対応することが可能になる。その場合、それぞれを 10 点
の配点として、合計 100 点満点での評価となる。 
 
表 3 国や地域をまたいで新規トップダウン型全学協定を検討する際の追加項目と配点 











10 10 本学の現状の留学生構成比率（注 6） 
 
注 5：「筑波大学国際化戦略基本方針」(ブルーブック)に記載されている国際地域戦略にもとづき、ブルー 

















注 6：多様性への貢献という視点で、10 点を満点として次の計算式を用いて、現時点での留学生構成比に 
応じて配点した。 
計算式：10 x（100%－本学における現状の構成比率) 
例えば、2012 年の留学生延べ人数と構成比は、中国 1,073 人（50.61％）、米国 30 人（1.42％）である 



















学生交流に関する評価を表 4 の項目と配点で行った。評価項目は、近年（過去 5 年間）の
学生による「交流実績」、世界大学ランキングによる「国際的評価」、本学のグローバル化重
点地域かどうかの「地域戦略」、現状の留学生の出身地を考慮した「多様性への貢献」とし、














表 4 学生交流に関する項目と配点 
項目 配点 基準 



















10 10 本学の現状の留学生構成比率 
 
注 7：2009～2013 年度の学生の「受入」「派遣」の総数の年間平均人数を算出し、20 人を満点として、次の 
計算式を用いて 50 点満点で配点した。 
計算式：50 x  (学生の「受入」「派遣」の総数の年間平均人数) / 20 
注 8：「THE」「QS」「上海交通大学」それぞれに関して以下のポイントを配点した。 
100 位以内 10 点 
101-150 位  9 点 
151-200 位  8 点 
201-250 位  7 点 
251-400 位  6 点 




研究交流に関する評価を表 5 の項目・基準で行った。評価項目は、近年（過去 5 年間）の
教職員による「交流実績」、共著論文の実績による「研究実績」、世界大学ランキングによる
















表 5 研究交流に関する項目と配点 
項目 配点 基準 
交流実績 教職員の交流状況 30 30 教職員の受入・派遣の年間平均人数（注 9） 










注 9：2008～2013 年度の教職員の「受入」「派遣」の総数の年間平均人数を算出し、10 人を満点として、次 
の計算式を用いて 30 点満点で配点した。 
計算式：30 x (教職員の「受入」「派遣」の総数の年間平均人数) / 10 
注 10：「SciVal」より、本学と共著論文がある大学にその本数に応じて次のように配点した。 
501 本以上 40 点 
401-500 本 36 点 
301-400 本 32 点 
201-300 本 28 点 
101-200 本 24 点 






























































                                                   
3 2014 年 9 月 1 日学副懇談会資料より 
4 日本で輸出に従事するものは、キャッチオール規制に従い、貨物の需要家や技術の利用者が外国ユーザ
ーリストに記載されていないかを確認する義務がある。2014 年 4 月 1 日に改訂、公表されたリストに
は、中国（28 組織）を含む 519 機関が挙げられている。 
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